
あれから９年
わたしたちはフクシマを忘れない
～ 帰還しないと決断したふるさととの絆～

第６回シンポジウム

2020年1月２５日（土）14：00～17：00
早稲田大学戸山キャンパス 33号館6階第１１会議室

参加費無料

【共催】早稲田大学総合人文科学研究センター＜現代社会における危機と共生社会創出に向けた研究＞部門
一般社団法人シニア社会学会「災害と地域社会」研究会
科学研究費補助金・基盤研究A「大規模災害からの復興の地域的最適解に関する総合的研究」
（研究代表者・浦野正樹）

【後援】早稲田大学地域社会と危機管理研究所

お申込みは、氏名・連絡先を明記し、メール（jaas@circus.ocn.ne.jp)または電話＆FAX
（03-5778-4728）にてシニア社会学会事務局までご連絡ください。

【司会・進行】
川副早央里（東洋大学社会学部社会学科助教）
松村治（早稲田大学地域社会と危機管理研究所招聘研究員）

【話題提供者】
大橋庸一（いわきまごころ双葉会事務局長）
今里雅之（かながわ東北ふるさと・つなぐ会会長）
岡田有一（やまがたなみえコスモス会会長）

【コメンテーター】
高木竜輔 （尚絅学院大学准教授）
浦野正樹 （早稲田大学教授）

震災から9年近くが経過し、住民はさまざまな地域で生活再建を進め
ています。ふるさとは、帰還した人や帰還しようとしている人にとっ
て重要なだけでなく、帰還できない人や帰還しないと決断した人に
とっても同じように大切な場所です。必ずしも帰還することだけが復
興ではなく、復興の過程には多様な選択があり、多様なふるさととの
関わり方があり得ます。今回のシンポジウムでは、今一度ふるさとと
は何かを問うことから、福島の今とこれからを考えます。


